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<MBTコロナ不活化分科会報告＞

奈良医大微生物感染症学講座（教授：矢野寿一）
市販のお茶にもコロナ不活化の効果があることを確認、

11/27の記者会見で発表

・奈良医大微生物感染症学講座の矢野寿一
教授は、11月27日の記者会見（右写真）
で、市販されている緑茶や紅茶など、約
10種を試した結果、新型コロナウイルス
不活化に効果があるお茶があることを世
界で初めて確認した、と発表しました。
・実験は、試験管の中で常温のお茶にウイ
ルス培養液を混ぜて、時間の経過とともに
ウイルスの不活化状態をプラーク法（注1）
でウイルス感染価を算出して評価したもの
です。
・その結果、紅茶では1分後に、大和茶で
は10分後に、緑茶では30分後に、新型コロ
ナウイルスの99％が不活化することを確認
しました。

・同席した細井裕司所長（MBT研究所）は、
マスクを外して食事をせざるを得ない外食
時のコロナ感染対策に、既に製品化された
お茶がコロナ不活化に有用となれば、感染
拡大を抑制する可能性も高まる、と期待を

話ました。

注１）プラーク法：ウイルスに感染すると細胞の形状が変化する現象（細胞変性）を利用したウイ
ルス量の測定法です。なお，ウイルス 1 個が感染を生じさせるとは限らないので，得られた数値は
「ウイルス粒子数」ではなく，正確には「感染価」と呼びます。

・今回は、お茶銘柄名の公表はできていないので、今後は企業の了解を取りつけてお茶銘
柄の公表を行うと共に、新型コロナウイルス不活化のメカニズムの究明等によりお茶メー
カとの新たな共同開発も想定しています。
・MBTコンソーシアムでは、奈良医大と連携し新製品開発を進める企業サーチや、更には
医学的正しさの証であるMBTロゴマーク認定などを通して社会貢献を進めて参ります。



＜第1部講師＞
セミナー内容

～第１部～ 14:00-15:00 細井 裕司 氏
１．MBT（Medicine-Based Town）
「医学を基礎とするまちづくり」とは？

２．医学的知識に基づく正しいコロナ対策
３．個別具体的なコロナ対策無料相談の紹介

～第２部～ 15:10-15:40 損保ジャパンBCP担当
１．感染症に備えるBCP策定
２．テレワークに潜むサイバーリスク

～質疑応答～ 16:00終演

日時
奈良県コンベンションセンター2階 203会議室
〒630-8013 奈良市三条大路1丁目691-1

開場・受付開始 13:30～

セミナーに関するお問い合わせ
先、お申し込みフォーム、
会場アクセスについては、
裏面をご確認ください！

（兼：第7回MBTコンソーシアム会員会議）

「MBTコロナ克服キャンペーン」
～医学的に正しいコロナ対策を広めよう～

ビジネス活性化WEBセミナーのご案内

医学的に正しいコロナ対策による

細井 裕司 氏
奈良県立医科大学理事長・学長

MBTコンソーシアム理事長

2020年

12月18日(金)14:00-16:00

（MBTコロナ対策ステッカー）

主
催

＊感染対策の本質は、
①接触、②飛沫、③エアロゾル、の
「三感染ルート遮断」です。

12月18日 ビジネス活性化WEBセミナーの
参加申し込みを受け付け中！

参加申し込みは

https://forms.gle/4ugrz8mGHaDajP2a9

https://forms.gle/4ugrz8mGHaDajP2a9

